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○ 

開 
 

 
 

 

議 
◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

こ
れ
よ
り
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

日
程
に
よ
り
ま
し
て
上
程
中
の
議
案
に
つ
い
て
討
論
に
入
り
ま
す
が
、
討
論
の

通
億
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

ま
ず
、
乙
第
四
十
四
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
国
営
土
地
改
良
事
業
に
対
す
る
市
町
の
負
担
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り

ま
す
。 

 

乙
第
四
十
四
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
四
十
四
号

議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
甲
第
三
十
六
号
議
案
か
ら
甲
第
四
十
号
議
案
ま
で
、
以
上
五
件
の
議
案
を

一
括
し
て
採
決
し
ま
す
。 

 

以
上
五
件
の
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
五
件
の
議
案

は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
乙
第
四
十
号
議
案
か
ら
乙
第
四
十
三
号
議
案
ま
で
四
件
、
乙
第
四
十
五

号
議
案
か
ら
乙
第
四
十
七
号
議
案
ま
で
三
件
、
以
上
七
件
の
議
案
を
一
括
し
て
採
決

し
ま
す
。 

 

以
上
七
件
の
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
七
件
の
議
案

は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
乙
第
四
十
八
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

乙
第
四
十
八
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
同
意
で
あ
り
ま
す
。 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
四
十
八
号
議

案
は
同
意
す
る
こ
と
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

次
に
、
乙
第
四
十
九
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
収
用
委
員
会
委
員
及
び
予
備
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り

ま
す
。 

乙
第
四
十
九
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
同
意
で
あ
り
ま
す
。 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
四
十
九

号
議
案
は
同
意
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

次
に
、
請
第
一
号
請
願
に
つ
い
て
討
論
に
入
り
ま
す
が
、
討
論
の
通
告
は
あ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し
直
ち
に

採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

請
第
一
号
請
願
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
佐
賀
県
に
お
け
る
公
共
図
書
館
及
び
学
校
図
書
館
の
図
書
調
達
の
見
直
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し
を
求
め
る
請
願
書
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
請
願
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
採
択
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
請
願
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
請
第
一
号
請
願
は

採
択
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

意 

見 

書 
案 

提 

出 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

た
だ
い
ま
議
長
の
手
元
に
意
見
書
案
が
四
件
提
出
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
皆
様
の
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
と
お
り
の
も

の
で
あ
り
ま
す
。 

  

（
意
見
書
案
） 

  

 
 

 
 

○ 

意 

見 

書 

案 

上 

程 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

意
第
五
号
意
見
書
案
か
ら
意
第
八
号
意
見
書
案
ま
で
、
以
上
四
件
の
意
見
書
案
を

本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
四
件
の
意

見
書
案
を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

意
第
五
号
意
見
書
案
か
ら
意
第
七
号
意
見
書
案
ま
で
、
以
上
三
件
の
意
見
書
案

に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
員
全
員
の
提
出
に
よ
る
も
の
で
、
内
容
も
判
明
い
た
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
提
出
者
の
説
明
及
び
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
意
第
五
号
意
見
書
案
か
ら
意
第
七
号
意
見
書
案
ま
で
、
以
上
三
件
の
意

見
書
案
に
つ
い
て
討
論
に
入
り
ま
す
が
、
討
論
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

意
第
五
号
意
見
書
案
及
び
意
第
七
号
意
見
書
案
ま
で
、

以
上
三
件
の
意
見
書
案
を
一
括
し
て
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
交
通
事
故
等
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
胎
児
に
係
る
法
整
備
に
つ
い
て
の

意
見
書
案
、
教
育
・
保
育
施
設
等
に
係
る
公
定
価
格
の
地
域
区
分
の
見
直
し
に
関
す

る
意
見
書
案
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意
見
書
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
三
件
の
意
見
書
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
五
号
意
見
書

案
か
ら
意
第
七
号
意
見
書
案
ま
で
、
以
上
三
件
の
意
見
書
案
は
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

提 
出 

者 

説 

明 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

次
に
、
意
第
八
号
意
見
書
案
に
つ
い
て
提
出
者
の
説
明
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を
求
め
ま
す
。 

◎
武
藤
明
美
君 

登
壇
＝
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
の
武
藤
明
美
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

私
は
、
意
第
八
号
「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
関
す
る
意
見
書
（
案
）
」
に
つ
い
て
、

議
員
の
皆
様
の
御
理
解
と
賛
同
い
た
だ
き
た
く
、
提
出
者
説
明
を
行
い
ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
、
一
九
四
五
年
八
月
六
日
に
広
島
、
八
月
九
日
に
長
崎
へ
、

人
類
史
上
初
め
て
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
ま
も
な
く
八
十
一
年
目
の
あ
の

日
が
や
っ
て
き
ま
す
。 

た
っ
た
一
発
ず
つ
の
原
子
爆
弾
で
地
獄
の
よ
う
な
惨
状
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
か
ろ
う
じ
て
生
き
延
び
た
人
た
ち
も
、
年
齢
に
よ
り
、
体
が
衰
弱
し
た
り
、

他
の
病
気
に
か
か
る
な
ど
、
年
々
被
爆
者
数
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

被
爆
者
の
方
た
ち
は
、
二
度
と
被
爆
者
は
つ
く
ら
な
い
と
の
強
い
思
い
で
、
重

か
っ
た
口
を
開
き
、
被
爆
の
実
相
を
語
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

二
〇
二
四
年
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
被
爆
者
団
体
、
日
本
原
水
爆
被

害
者
団
体
協
議
会
の
人
た
ち
が
、
自
ら
の
体
、
心
、
暮
ら
し
に
消
せ
な
い
傷
を
負
い

な
が
ら
、
各
地
で
後
世
に
思
い
を
伝
え
た
い
と
い
う
そ
の
行
動
が
、
世
界
の
平
和
を

願
う
人
々
の
心
に
火
を
灯
し
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
し
た
。 

そ
こ
に
た
ど
り
着
く
前
の
二
〇
一
七
年
七
月
七
日
に
は
、
長
い
間
の
活
動
が
各

国
を
動
か
し
、
国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
、
同
年
九
月
二
十
日
に
こ
の

条
約
へ
の
調
印
・
批
准
・
参
加
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
二
一
年
一
月
に
は
発
効
し
ま
し

た
。 今

年
二
〇
二
六
年
一
月
時
点
で
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
し
た
国
と
地

域
は
、
国
連
加
盟
国
百
九
十
三
の
う
ち
九
十
九
に
達
し
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
実
現
へ

向
け
、
大
き
な
流
れ
を
作
り
出
し
て
き
ま
し
た
。 

一
方
で
、
二
〇
二
二
年
二
月
二
十
四
日
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
に
合
わ
せ
て
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
を
行
い
、
そ
の
後
も
核

兵
器
使
用
を
口
に
す
る
脅
迫
を
行
い
な
が
ら
、
侵
略
を
続
け
て
い
ま
す
。
許
せ
ま
せ

ん
。 パ

レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
地
区
で
全
面
攻
撃
を
行
い
続
け
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
閣

僚
も
、
核
兵
器
使
用
を
選
択
肢
だ
と
口
に
し
ま
し
た
。 

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
イ
ラ
ン
へ
の
攻
撃
も
核
関
連
施
設
へ
先
制
攻
撃
を
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

人
類
の
こ
の
よ
う
な
哀
れ
な
言
動
は
、
広
島
、
長
崎
か
ら
学
ん
で
い
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
破
滅
的
終
末
を
も
た
ら
ず
、
非
人
道
的
兵
器
で
あ
る
核
兵
器
は
、
国
連

憲
章
、
国
際
人
道
法
、
国
際
人
権
法
に
反
す
る
も
の
で
す
。 

八
十
一
年
前
の
広
島
、
長
崎
で
被
爆
し
た
人
た
ち
に
思
い
を
寄
せ
、
人
道
的
に

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
の
実
現
の
た
め
に
、
今
年
四
月
二
十
七
日
か
ら
五
月
二

十
二
日
ま
で
国
連
本
部
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
核
不
拡
散
条
約
の
再
検
討
会
議
が
開
か
れ
ま

し
た
。
唯
一
の
被
爆
国
の
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
政
府
は
、
我
が
事
と
し
て
、
核

兵
器
の
使
用
を
許
さ
な
い
立
場
に
立
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
国
に

対
し
て
意
見
書
提
出
を
行
い
た
い
と
提
案
い
た
し
ま
し
た
。 

全
国
で
は
、
市
町
村
議
会
で
も
意
見
書
を
提
出
す
る
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
る
よ

う
で
す
。
県
議
会
段
階
で
は
、
長
崎
は
も
ち
ろ
ん
、
沖
縄
、
岩
手
、
長
野
、
三
重
な

ど
七
県
で
意
見
書
が
可
決
し
て
い
ま
す
。
長
崎
の
隣
の
県
で
あ
る
佐
賀
県
に
は
、
被

爆
者
の
方
た
ち
も
移
り
住
ん
だ
り
、
ふ
る
さ
と
佐
賀
に
帰
っ
て
き
て
お
ら
れ
ま
す
。

お
体
を
か
ば
い
な
が
ら
お
仕
事
を
し
て
い
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
方
た

ち
の
思
い
を
受
け
と
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 
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議
場
の
皆
様
方
に
、
ぜ
ひ
賛
同
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
い
た

し
ま
し
て
、
提
出
者
の
説
明
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

こ
れ
よ
り
意
第
八
号
意
見
書
案
に
つ
い
て
質
疑
に
入
り

ま
す
が
、
質
疑
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ

っ
て
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
（
（ 

 

意
第
八
号
意
見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
八
号
意
見

書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
意
第
八
号
意
見
書
案
に
つ
い
て
討
論
に
入
り
ま
す
が
、
討
論
の
通
告
は

あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し
直

ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

意
第
八
号
意
見
書
案
を
採
決
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
関
す
る
意
見
書
案
で
あ
り
ま
す
。 

本
意
見
書
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

起
立
者
少
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
八
号
意
見

書
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

議 

案 

提 

出 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

た
だ
い
ま
、
議
長
の
手
元
に
石
倉
秀
郷
議
員
外
十
六
名

の
議
員
か
ら
議
第
三
号
議
案
「
佐
賀
県
議
会
議
員
の
定
数
並
び
に
選
挙
区
及
び
各
選

挙
区
に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
皆
様
の
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま

す
と
お
り
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

  

（
議
第
３
号
議
案
） 

   
 

 
 

○ 

議 

案 

上 

程 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

議
第
三
号
議
案
を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
、
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
第
三
号
議
案

を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

提 

出 

者 

説 

明 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
議
第
三
号
議
案
に
つ
き

ま
し
て
、
提
出
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

◎
岡
口
重
文
君
（
拍
手
）
登
壇
＝
皆
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

提
出
者
を
代
表
し
て
提
案
理
由
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

議
第
三
号
、
こ
れ
は
、
県
議
会
議
員
の
各
選
挙
区
に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
議
員

の
数
を
変
更
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。 

二
元
代
表
制
の
地
方
議
会
に
お
け
る
議
員
は
、
県
民
の
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
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ば
れ
た
公
職
と
し
て
、
常
に
県
政
の
課
題
を
把
握
し
、
公
益
性
の
見
地
か
ら
、
県
全

体
を
見
据
え
、
県
民
の
多
様
な
意
見
を
集
約
し
、
県
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
使
命

と
し
て
お
り
、
議
員
の
選
挙
に
関
し
て
、
そ
の
住
民
の
選
挙
権
の
行
使
に
当
た
っ
て

は
、
投
票
価
値
の
平
等
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
公
職
選
挙
法
に
お
い

て
は
、
県
議
会
議
員
の
定
数
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
人
口
比
例
を
最
も
重
要
か
つ
基

本
的
な
基
準
と
し
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
人
口
は
、
直
近
の
国
勢
調
査
結
果
を

用
い
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

令
和
九
年
四
月
予
定
の
県
議
会
議
員
選
挙
に
当
た
り
、
本
県
議
会
で
は
、
選
挙

区
及
び
定
数
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
選
挙
区
ご
と
の
定
数
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。 こ

の
結
果
、
令
和
五
年
選
挙
と
同
様
、
定
数
は
三
十
七
人
、
選
挙
区
は
十
三
選

挙
区
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
け
れ
ど
も
、
こ
の
三
十
七
人
を
各
選

挙
区
に
配
分
す
る
に
当
た
っ
て
、
各
会
派
間
で
協
議
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
合
意
す
る
こ
と
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

我
々
と
し
て
は
、
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
直
近
の
国
勢
調
査
の
人
口

比
に
よ
り
選
挙
区
ご
と
の
定
数
は
、
唐
津
市
・
玄
海
町
選
挙
区
を
五
人
、
鳥
栖
市
選

挙
区
を
四
人
に
変
更
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

公
職
選
挙
法
に
は
、
選
挙
区
ご
と
の
議
員
数
を
定
め
る
に
当
た
り
、
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
は
、
地
域
間
の
均
衡
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
我
々
と
し
て
も
、
そ
の
そ
の
適
用
を
頭
か
ら
否
定
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
そ
の
時
々

で
人
口
比
に
基
づ
き
、
定
数
配
分
を
見
直
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
特
例
を
適

用
し
た
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
人
口
比
に
基
づ
く
選
挙
区
ご
と
の
議
員
定
数

配
分
結
果
に
お
い
て
も
、
不
均
衡
を
生
じ
、
地
域
の
代
表
を
確
保
す
る
た
め
の
調
整

を
必
要
と
す
る
よ
う
な
特
段
の
事
情
は
見
出
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
投
票
価
値
の

平
等
と
地
域
代
表
性
、
双
方
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、
定
数
三
十
七
人
を

十
三
選
挙
区
に
配
分
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
職
選
挙
法
の
定
め
ど
お
り
、
直
近
の

国
勢
調
査
人
口
を
用
い
て
、
比
例
配
分
し
た
結
果
に
従
い
、
唐
津
市
・
玄
海
町
選
挙

区
及
び
鳥
栖
市
選
挙
区
の
定
数
を
変
更
す
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
、
こ
の
条
例
案
を

提
出
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

以
上
、
提
出
者
の
説
明
と
い
た
し
ま
す
。
（
拍
手
） 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

こ
れ
よ
り
議
第
三
号
議
案
に
つ
い
て
質
疑
に
入
り
ま
す

が
、
質
疑
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

議
第
三
号
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

討 
 

 
 

 

論 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

こ
れ
よ
り
議
第
三
号
議
案
に
つ
い
て
討
論
に
入
り
ま
す
。 

討
論
の
通
告
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
順
次
発
言
を
許
可
し
ま
す
。 

◎
坂
口
祐
樹
君
（
拍
手
）
＝
自
由
民
主
党
会
派
を
代
表
し
て
、
反
対
の
立
場
か
ら
討

論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
ず
申
し
上
げ
ま
す
。
公
職
選
挙
法
第
十
五
条
八
項
の
本
則
に
あ
る
人
口
比
例

の
考
え
方
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
法
は
、
人
口
比
例
に
応
じ
て
議

員
定
数
を
配
分
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
て
、
そ
の
こ
と
は
十
分
理
解
し
て
い
ま
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す
し
、
人
口
が
最
も
重
要
な
指
標
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

同
法
は
、
人
口
比
例
だ
け
で
機
械
的
に
定
数
を
決
め
る
制
度
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
地
域
の
実
情
や
地
域
間
の
均
衡
も
考
慮
し
得
る
こ
と
を
明
確
に
規
定
し
、

そ
の
判
断
を
私
た
ち
県
民
の
代
弁
者
で
あ
る
議
会
に
委
ね
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
人

口
比
例
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
地
域
代
表
性
や
県
民
へ
の
説
明
責
任
を
含
め
て
総
合

的
に
判
断
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
私
た
ち
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
だ
と
考
え
ま
す
。 

さ
て
、
今
回
、
速
報
値
を
元
に
示
さ
れ
た
試
算
で
は
、
唐
津
市
・
玄
海
町
選
挙

区
一
減
、
鳥
栖
市
選
挙
区
一
増
と
い
う
結
果
で
し
た
。
し
か
し
、
現
行
定
数
の
ま
ま

で
も
、
一
票
の
最
大
格
差
は
一
・
五
六
で
あ
り
、
法
的
に
も
、
全
国
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
も
、
著
し
い
不
均
衡
状
態
に
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
本
速
報
値
に
お
い
て
は
、
鳥
栖
市
の
人
口
は
二
百
八
十
六
人
の
増
で
あ

り
、
唐
津
市
・
玄
海
町
は
、
八
千
百
五
十
七
人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
実

を
決
し
て
軽
く
見
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
数
字
の
比
較
だ
け
を
も
っ
て

議
席
を
増
減
さ
せ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
数
字
だ
け
で
決
め
る
の
で
あ

れ
ば
、
法
律
が
地
域
事
情
を
考
慮
す
る
規
定
を
置
い
て
い
る
意
味
は
な
く
、
定
数
検

討
委
員
会
そ
の
も
の
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
条
文
の
た
だ
し
書
き
の
地
域
均
衡
の
視

点
は
、
大
事
な
補
完
の
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
県
内
人
口
の
偏
り
が
大
き
く
な
る

傾
向
に
あ
る
中
で
、
過
去
の
人
口
だ
け
に
沿
っ
た
慣
例
よ
り
も
、
未
来
に
向
け
て
の

責
任
を
全
う
す
べ
き
で
す
。 

今
、
私
た
ち
議
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
単
に
数
字
を
確
認
す
る
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
数
字
を
踏
ま
え
て
、
県
民
に
温
も
り
の
あ
る
説
明
が
で
き
る
結

論
を
導
き
出
す
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。 

さ
ら
に
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
定
数
変
更
が
本
当
に
当
事
者
で
あ
る
県
民
の
皆

様
の
思
い
に
寄
り
添
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
も
大
き
な
疑
問
を
抱
い
て
い
ま
す
。 

鳥
栖
市
の
皆
様
は
、
果
た
し
て
二
百
八
十
六
人
の
人
口
増
を
持
っ
て
、
唐
津

市
・
玄
海
町
の
定
数
を
減
ら
し
て
ま
で
鳥
栖
市
の
定
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
望
ん

で
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
に
は
受
け
止
め
て
お
り
ま
せ

ん
し
、
定
数
維
持
に
一
定
の
御
理
解
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
唐
津
市
・
玄
海
町
の
皆
様
か
ら
は
、
数
字
だ
け
を
理
由
と
し
て
機
械

的
に
地
域
の
代
表
を
減
ら
す
こ
と
に
対
す
る
強
い
懸
念
や
、
反
対
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
県
議
会
は
、
数
字
だ
け
を
見
て
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
住
む

人
々
に
寄
り
添
い
、
県
民
の
思
い
を
受
け
止
め
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
数
字
だ
け
を

持
っ
て
県
民
感
情
を
置
き
去
り
に
し
た
よ
う
な
定
数
変
更
が
県
民
の
理
解
を
得
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

と
り
わ
け
、
唐
津
市
・
玄
海
町
は
広
大
な
行
政
区
域
を
有
し
、
有
人
離
島
や
中

山
間
地
域
を
抱
え
、
過
疎
問
題
や
さ
ら
に
玄
海
原
子
力
発
電
所
を
有
す
る
な
ど
、
県

内
各
地
が
そ
れ
ぞ
れ
抱
え
る
重
要
な
政
策
課
題
の
多
く
を
担
っ
て
い
る
よ
う
な
地
域

で
も
あ
り
ま
す
。
人
口
だ
け
で
は
は
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
県
政
上
の
役
割
が
あ

る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

議
席
と
は
、
単
な
る
議
員
の
数
で
は
な
く
、
そ
の
議
員
を
通
じ
て
県
政
へ
届
け

ら
れ
る
県
民
の
声
の
数
で
も
あ
り
、
そ
の
議
席
を
減
ら
す
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
に

お
け
る
多
種
多
様
な
意
見
を
県
政
へ
届
け
る
機
会
を
減
ら
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
人

口
比
例
原
則
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
地
域
代
表
制
、
制
度
の
安
定
性
、
県
民
理
解
を
総

合
的
に
勘
案
し
、
今
回
は
、
現
行
定
数
を
維
持
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。 

最
後
に
、
国
の
一
票
の
格
差
問
題
に
対
し
て
、
佐
賀
県
民
は
不
安
を
持
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
衆
議
院
小
選
挙
区
は
、
佐
賀
県
が
三
か
ら
二
人
減
り
、
東
京

都
は
二
十
五
が
三
十
に
増
え
る
中
で
、
東
京
一
極
集
中
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。 

参
議
院
で
は
、
鳥
取
・
島
根
、
高
知
・
徳
島
が
合
区
さ
れ
、
佐
賀
県
も
隣
県
と
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の
合
区
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
佐
賀
県
か
ら
県
民
の
声
を
代

弁
で
き
る
参
議
院
議
員
が
い
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
数
は
少
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
住
ん
で
る
人
が
い
る
限
り
、
そ
の
地
域
の
声
を
聞
き
届
け
る
こ
と
は
必

要
で
す
。 

さ
て
、
県
議
会
に
話
を
戻
し
ま
す
が
、
全
国
を
見
て
も
、
四
十
七
都
道
府
県
中
、

三
分
の
二
を
超
え
る
自
治
体
が
人
口
比
例
だ
け
で
決
め
な
い
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

佐
賀
県
に
お
い
て
も
、
周
辺
部
の
人
口
は
極
端
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
こ
に
こ
そ
政
治
課
題
が
あ
り
、
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
声
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
人
口
比
例
の
み
に
準
じ
た
本
条
例
改
正
案
に
対
し
て
の

反
対
討
論
と
い
た
し
ま
す
。
（
拍
手
） 

◎
野
田
勝
人
君
（
拍
手
）
登
壇
＝
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
は
、
議
第
三
号
議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

議
員
定
数
は
、
直
近
の
国
勢
調
査
の
人
口
を
も
ち
、
公
職
選
挙
法
の
条
文
に
よ

っ
て
見
直
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
第
十
五
条
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
「
各
選
挙
区

に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
の
数
は
、
人
口
に
比
例
し
て
、

条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
基
本
的
な
基

準
で
あ
り
、
原
則
で
あ
り
ま
す
。 

今
回
の
定
数
見
直
し
に
関
し
て
、
検
討
委
員
会
の
中
で
、
選
挙
区
に
つ
い
て
は
、

現
行
通
り
の
区
域
と
し
、
十
三
選
挙
区
と
す
る
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
現
行
通

り
の
三
十
七
人
と
す
る
、
以
上
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
選
挙
区
ご
と
の
議
員

数
に
つ
い
て
は
、
国
勢
調
査
の
速
報
値
が
出
て
、
六
月
定
例
会
閉
会
ま
で
に
結
論
を

出
す
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
令
和
七
年
度
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
佐
賀
県
人
口
の
速
報
値
が

今
年
五
月
に
公
表
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
各
選
挙
区
の
定
数
配
分
を
計
算
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
唐
津
市
・
玄
海
町
選
挙
区
は
現
行
の
六
人
か
ら
五
人
へ
一
減
、
鳥

栖
市
選
挙
区
は
、
現
行
の
三
人
か
ら
四
人
へ
一
増
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に
議

論
が
重
ね
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
人
口
配
分
だ
け
で
は
、
不
条
理
な
面
が
出
て
く
る
場
合
が
あ
り
、
公

職
選
挙
法
第
十
五
条
第
八
項
の
た
だ
し
書
き
に
、
「
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る

と
き
は
、
お
お
む
ね
人
口
を
基
準
と
し
、
地
域
間
の
均
衡
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
、
一
増
一
減
で
は
な

い
と
言
わ
れ
る
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
か
を
議
論
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ど
う
検
討

を
重
ね
て
も
、
特
別
な
事
情
が
見
つ
か
ら
な
い
と
、
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
判
断

い
た
し
ま
し
た
。 

ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で
の
佐
賀
県
議
会
議
員
定
数
見
直
し
に
お
い
て
、
人
口
に

よ
る
配
分
を
変
更
し
た
例
は
、
佐
賀
県
議
会
史
上
過
去
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
四
年
前

に
お
き
ま
し
て
も
、
県
内
の
人
口
減
に
伴
い
、
議
員
定
数
を
一
減
し
、
国
勢
調
査
の

確
定
値
を
も
と
に
、
比
例
配
分
し
、
結
果
、
伊
万
里
地
区
が
や
む
な
く
一
減
さ
れ
た

事
実
が
あ
り
ま
す
。 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
人
口
比
例
の
原
理
原
則
に
基
づ
き
、
議
第
三
号
議
案

「
佐
賀
県
議
会
議
員
の
定
数
並
び
に
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て
選
挙
す
べ
き

議
員
の
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）
」
に
対
す
る
賛
成
討
論

と
い
た
し
ま
す
。
（
拍
手
） 

◎
中
本
正
一
君
（
拍
手
）
登
壇
＝
公
明
党
の
中
本
正
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
は
、
議
第
三
号
「
佐
賀
県
議
会
議
員
の
定
数
並
び
に
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
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に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）
」

に
つ
い
て
、
諸
会
派
を
代
表
し
、
反
対
の
立
場
で
討
論
を
い
た
し
ま
す
。 

公
職
選
挙
法
第
十
五
条
第
八
項
に
は
、
人
口
比
例
を
原
則
と
し
つ
つ
、
た
だ
し

書
き
に
、
「
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
お
お
む
ね
人
口
を
基
準
と
し
、
地
域
間

の
均
衡
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
都
道
府
県

議
会
に
裁
量
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

全
国
調
査
の
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
公
職
選
挙
法
第
十
五
条
第
八
項
、
た
だ
し

書
き
の
適
用
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
都
道
府
県
議
会
に
お
い
て
、
様
々

な
課
題
が
あ
る
中
、
地
域
間
の
均
衡
を
図
る
べ
く
、
た
だ
し
書
き
が
適
用
を
さ
れ
て

い
ま
す
。 

令
和
七
年
国
勢
調
査
の
速
報
値
に
基
づ
く
人
口
格
差
は
一
・
五
六
五
で
あ
り
ま

す
が
、
唐
津
市
・
玄
海
町
選
挙
区
、
並
び
に
鳥
栖
市
選
挙
区
の
定
数
が
現
行
ど
お
り

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
格
差
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
県
議
会
の
裁
量
に
よ

り
、
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
理
解
を
し
て
い
ま
す
。 

県
民
の
代
表
で
あ
る
私
た
ち
県
議
会
が
、
判
断
す
べ
き
基
準
は
、
単
な
る
数
の

増
減
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
決
定
が
佐
賀
県
の
将
来
に
と
っ
て
、
合
理
的
な
選
択

で
あ
る
か
、
県
民
の
利
益
の
最
大
化
に
つ
な
が
る
か
と
い
う
点
で
あ
り
ま
す
。 

県
議
会
は
、
多
様
な
地
域
の
声
を
き
め
細
や
か
に
拾
い
上
げ
る
社
会
的
イ
ン
フ

ラ
と
も
言
え
、
人
口
比
に
よ
る
機
械
的
な
削
減
は
、
声
の
届
き
に
く
い
地
域
を
生
じ

さ
せ
る
懸
念
が
生
じ
、
本
件
に
お
い
て
も
、
慎
重
に
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。 

唐
津
市
が
玄
海
町
選
挙
区
は
面
積
が
五
百
二
十
三
・
五
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
、
県
内
で
最
も
大
き
な
選
挙
区
で
あ
る
こ
と
、
有
人
の
七
つ
の
離
島
を
抱
え
て
い

る
こ
と
、
多
く
の
旧
町
村
が
人
口
減
少
が
著
し
い
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
玄
海
町
は
、
原
子
力
発
電
所
が
立
地
し
、
か
つ
、
強
制
合
区
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
広
域
選
挙
区
で
あ
る
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
定
数
を
削
減
す
る
と
、
地
域

の
声
が
県
政
に
届
き
に
く
く
な
り
、
地
域
間
格
差
が
拡
大
す
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。 

他
方
、
地
域
特
有
の
課
題
は
様
々
で
、
課
題
の
量
や
重
大
性
な
ど
を
比
較
し
た

り
、
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
あ
え
て
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、

鳥
栖
市
選
挙
区
は
、
面
積
が
七
十
一
・
七
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
県
内
で
二
番
目

に
小
さ
い
選
挙
区
で
あ
る
こ
と
、
県
内
で
唯
一
、
人
口
密
度
が
千
人
を
超
え
、
平
成

の
市
町
村
合
併
、
任
意
合
区
・
強
制
合
区
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
、
単
独
の
選
挙

区
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
令
和
七
年
国
勢
調
査
速
報
値
と
、
前
回
、
令
和
二
年
国
勢
調
査
確
定
値

を
比
較
す
る
と
、
佐
賀
県
の
人
口
は
三
万
二
百
二
十
八
人
減
少
し
て
い
る
中
に
お
い

て
、
鳥
栖
市
選
挙
区
に
限
ら
ず
、
選
挙
区
ご
と
の
議
員
の
数
を
増
員
す
る
こ
と
は
、

例
え
ば
人
口
動
態
の
推
移
を
見
守
り
判
断
す
る
な
ど
、
慎
重
を
期
す
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

地
域
課
題
が
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
中
で
、
人
口
減
少
が
進
む
地
域
の
課
題
や

住
民
の
声
を
県
議
会
に
届
け
る
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
実
情
を
配
慮
し
、
総
合
的

に
判
断
す
る
と
、
今
回
に
関
し
て
は
、
公
職
選
挙
法
第
十
五
条
第
八
項
た
だ
し
書
き

の
規
定
を
適
用
し
、
現
行
の
選
挙
区
ご
と
の
議
員
の
数
を
維
持
す
べ
き
も
の
と
考
え
、

本
条
例
案
に
賛
成
し
か
ね
ま
す
。 

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
佐
賀
県
の
将
来
を
見
据
え
た
冷
静
か
つ
賢
明

な
御
判
断
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
反
対
討
論
と
い
た
し
ま
す
。
（
拍
手
） 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
討
論
を
終
了
し
採
決
に
入
り
ま

す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 
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◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

議
第
三
号
議
案
を
採
決
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
佐
賀
県
議
会
議
員
の
定
数
並
び
に
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て

選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

起
立
者
少
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
第
三
号
議
案

は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

議 

員 

派 

遣 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

次
に
、
議
員
派
遣
の
件
を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議

題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
員
派
遣
の
件

を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

会
議
規
則
第
百
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま

す
と
お
り
議
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

  

（
議
員
派
遣
） 

  

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

た
だ
い
ま
議
決
い
た
し
ま
し
た
議
員
派
遣
の
内
容
に
今
後
変
更
を
要
す
る
と
き

は
、
そ
の
取
り
扱
い
を
議
長
に
御
一
任
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
あ
り
ま

せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

継 

続 

審 

査 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

次
に
、
会
議
規
則
第
七
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
お
手
元

に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
申
出
書
の
と
お
り
、
各
委
員
長
か
ら
議
長
宛
て
そ
れ
ぞ

れ
閉
会
中
の
継
続
審
査
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

（
っ
継
続
審
査
申
出
書
） 

  

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

各
委
員
長
か
ら
の
申
し
出
の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
付
す
る
こ
と
に
御

異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
れ
で
今
期
定
例
県
議
会
の
全
日
程
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

た
だ
い
ま
ま
で
に
議
決
い
た
し
ま
し
た
各
議
案
に
つ
い
て
、
数
字
ま
た
は
字
句
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等
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
場
合
は
、
会
議
規
則
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
ま
し
て
、

適
宜
議
長
の
手
元
に
お
い
て
訂
正
す
る
こ
と
に
御
承
認
を
願
っ
て
お
き
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

閉 
 

 
 

会 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
八
年
六
月
定
例
県
議
会
を

閉
会
い
た
し
ま
す
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 
 

 
 

午
前
十
一
時
四
十
一
分 

閉
会 

 
 

 
 

 

議

事

課

副

課

長 
 
 
 

髙 

田 

一 

弘 

 
 

 
 

 
 

同 
 
 

議
事
・
記
録
担
当
主
査 

 
 
 

松 
 

尾 
 

重 
 

治 

 
 

 
 

 
 

同  

議
事
・
記
録
担
当
会
計
年
度
任
用
職
員 

 
 
 

石 

丸 

宏 

子 

        
 

 
 

 
 

 

 

 

 


